
<< TOPICS >>

　　　2003年度住宅建築者に、税制の影響・効果が大きく現れる。　
　　　　　①「住宅取得資金贈与の特例」改正後の変化
　　　　　　　　　「親からの援助」平均金額733.1万円と前年比13％UP⇒４Ｐ
　　　　　　　　　「1000万円以上」の割合が23.5％から31.1％へと大きく伸びる⇒４Ｐ
　　　　　　② 「住宅ローン控除」延長の不透明感に伴う駆け込み需要

　　　　　　　　住宅建築のきっかけ「税制が有利だから」24.6％と前年比6.6ポイント増加⇒５Ｐ
　　　　　　　　　

■その他調査結果より

　　　　　●オール電化住宅は33.7％と前年比7.4ポイントUPと増加が続く⇒６Ｐ

　　　　　●住宅性能表示の取得率は13.2％。2年で2倍に⇒７Ｐ

　　　　　●若年層（主に団塊ジュニア）の割合は引き続き増加傾向⇒８Ｐ　　

　　　　　●同居世帯数「二世帯以上」割合は15.9％で前年より増加⇒９Ｐ

　　

200４年３月２日（火）

株式会社リクルート
住宅ディビジョンカンパニー

　2003年の注文住宅マーケット（持家新設着工戸数）は、前年比1.3％増の37万2,652戸と4年ぶりに増
加しました。低迷が続いていた戸建て需要は、世間全般的な景況感の改善や人口の多い団塊ジュニア
が建築時期に入ってきたこと等による影響で、回復の兆しが見えてきたようです。
　月刊｢ＨＯＵＳＩＮＧ｣では注文住宅建築者の建築実態を把握するために、「注文住宅と住宅設備に
関する動向調査」を毎年実施しています。2003年度の傾向がまとまりましたので、経年比較とあわせ
てご報告いたします。

■本調査についてのお問合せは、下記までお願いいたします。

http://www.recruit.co.jp/corporate/enquiry_press.html

　　２００３年　　　　　　月刊「ＨＯＵＳＩＮＧ」調べ

注文住宅を建てた人の動向調査
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2004年3月4日
お詫びと訂正

前略

３月２日に発表させていただきました「2003年 注文住宅を建てた人の動向調査」（月刊『HOUSING』
調べ）にて、以下の誤りがございました。ここにお詫びして訂正いたします。誠に申し訳ございません
でした。

草々

ｐ4　親からの援助
【親からの援助の有無（2003年属性別比較）】･･････ｐ4左下の棒グラフ
（誤）「九州」のｎ数が抜けておりました

（正）九州（ｎ＝58）

【親からの援助額（2003年属性別比較）】･･････ｐ4右下の棒グラフ
（誤）「東海」「近畿」「九州」のｎ数が抜けておりました

（正）東海（ｎ＝71）、近畿（ｎ＝62）、九州（ｎ＝30）

ｐ11　新居建築のパターン
【建替えの内訳】･･････棒グラフ

（誤）「以前に自分が住んでいた住居を解体してその土地に注文住宅を建てた」＝56.3％
　　「以前、親が住んでいた住居を解体してその土地に注文住宅を建てた」　＝43.8％
（正）「以前に自分が住んでいた住居を解体してその土地に注文住宅を建てた」＝50.0％
　　「以前、親が住んでいた住居を解体してその土地に注文住宅を建てた」　＝50.0％

ｐ15　敷地面積
【敷地面積】の内訳･･････棒グラフの項目

（誤）「800㎡以上」
（正）「600㎡以上」
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調査概要

■調査目的　…　注文住宅建築者の建築実態を把握する

■調査対象　…　月刊『HOUSING』の読者で注文住宅を建築した世帯

■調査方法 …　郵送法※事前にアンケート協力の許可を得られた世帯に発送

■集計対象調査期間　…　2003年10月24日～2003年11月17日

■集計数　…　調査票発送数 ：1272票　回収数：967票（回収率76.0％）
最終集計対象数 ：905票

《参考：住宅建築マーケット》

　■ 2003年（1～12月）新設住宅着工戸数：利用関係別（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■新設住宅着工戸数：エリア別（％）

■持家着工戸数：居住エリア別（％）

＊国土交通省「住宅着工統計」

持家 賃貸 給与住宅 分譲 分譲

（注文戸建て住宅） （賃貸住宅） （寮・社宅） マンション 戸建て

32.1% 38.9% 17.3% 10.7%0.8%

●凡例

総着工戸数(n=1,160,083）

北海道・東

北
北関東 首都圏 中部・北陸 東海 近畿 中国・四国 九州 無回答

12.4 8.0 9.0 15.1 9.922.7 13.5 9.3

●凡例

持家着工戸数

（注文戸建て住宅n=372652)

持家 賃貸 給与住宅 分譲 分譲

（注文戸建て住宅） （賃貸住宅） （寮・社宅） マンション 戸建て

40.3%

51.6%

20.7%

53.5%

42.2%

27.6%

41.7%

31.7%

46.1%

38.4%

35.0%

37.6%

41.6%

31.1%

42.8%

53.2%

8.2%

2.4%

3.6%

21.4%

8.9%

10.5%

4.2%

4.5%

19.0%

5.3%

3.1%

1.0%

1.0%

0.4%

0.7%

0.9%

0.8%

1.4%

1.2%

28.5%

8.9%

5.9%

6.3%

15.2%

●凡例

北海道・東北(n=114,695）

北関東(n=58,067）

首都圏(n=408,889）

中部・北陸(n=62,963）

東海(n=133,325）

近畿(n=182,499）

中国・四国(n=83,490）

九州(n=116,155）



4 ＣＯＰＹＲＩＧＨＴ　2004　ｂｙ　ＲＥＣＲＵＩＴ　CO.,LTD.

親からの援助

●　親からの援助額は平均733.1万円。対前年比84.5万円増加。特に1000万円以上の割合が31.1％と大きく伸びた。

●　団塊ジュニアは全体と比較すると249.2万円少ない483.9万円。

●　地域別に見ると「首都圏」が827.8万円と目立って高い。

■親からの援助の有無〔全体/単一回答〕（2002-2003年）

援助なしま
たは無回
答
援助あり

100万円
未満

100～
300万円
未満

300～
500万円
未満

500～
700万円
未満

700～
1000万
円未満

1000万
円以上

45.9

48.251.8

54.1

●凡例

2003年(n=905）

2002年(n=935）

15.7

13.5

25.3

29.9 5.3

31.1

23.5

3.1

2.7

18.8

25.1

6.0

平均金額
（0円除く）

733.1万円

648.6万円

●凡例

2003年(n=415）

2002年(n=451）

（％）

■親からの援助額〔親からの援助がある人/単一回答〕（2002-2003年）

（％）

■親からの援助の有無〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

援助なしまた
は無回答

援助あり
100万円
未満

100～
300万円
未満

300～
500万円
未満

500～
700万円
未満

700～
1000万
円未満

1000万
円以上

45.9

53.946.1

54.1

●凡例

全体(n=905）

団塊ジュニア(n=141）

15.7

18.4

25.3

30.3

6.0

5.3 15.8

5.3

3.1

25.0

18.8 31.1

483.9万円

733.1万円

平均金額
（0円除く）

●凡例

全体(n=415）

団塊ジュニア(n=76）

地域別

62.1

36.9

47.8

57.8

54.4

48.3

37.9

45.0

42.7

63.1

52.2

42.2

45.6

51.7

55.0

57.3

北海道・東北(n=66）

北関東(n=60）

首都圏(n=288）

中部・北陸(n=65）

東海(n=136）

近畿(n=147）

中国・四国(n=79）

九州 (n=58）

14.6

-

32.0

19.5

22.5

20.0

37.0

17.9

7.3

12.7

11.3

19.4

8.0

29.6

23.6

24.4

32.4

19.4

25.0

-

14.8

4.9

4.9

14.5

-

36.0

7.4

40.7

29.3

28.2

29.0

22.2

33.3
3.3

2.8

3.2

4.0

3.7

0.8

16.7

27.8

22.6

7.4

12.2

6.7 40.0

4.2

2.8

745.0万円

509.7万円

722.3万円

765.1万円

682.9万円

812.0万円

529.6万円

827.8万円

北海道・東北(n=25）

北関東(n=27）

首都圏(n=123）

中部・北陸(n=41）

東海( n=71）

近畿( n=62）

中国・四国(n=36）

九州( n=30）

新居
世帯数

54.1 45.9

48.651.4

１世帯(n=748）

２世帯以上(n=144）

17.2 27.1

17.1

26.8

51.4

3.2

2.9

19.5

14.3 8.6

6.1

5.7

682.0万円

987.3万円

１世帯(n=343）

２世帯以上(n=70）

（％）

■親からの援助額〔親からの援助がある人/単一回答〕（2003年属性別比較）

（％）

ＴＯＰＩＣＳ
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新居建築のきっかけ

●　新居建築のきっかけを見ると「いつかは一戸建てに住みたいと思っていた」が昨年同様トップにある。

●　「税制が有利だから（住宅ローン減税）」が前年との差異で見ると＋6．6％と最も大きい。

●　新居の完成時期別に見ると、年末に近づくにつれてポイント数が高くなる。これは住宅ローン減税の意識が高まり、
年内入居の駆け込み需要につながったと考えられる。

■新居建築のきっかけ〔全体/複数回答〕（2003年調査結果と前年との差異）

調査数

い

つ

か

は

一

戸

建

て

に

住

み

た

い

と

思

っ
て

い

た

家

が

手

狭

に

な

っ
た

家

賃

が

高

い

（
も

っ
た

い

な

い

）

子

供

が

成

長

し

た

税

制

が

有

利

だ

か

ら

（
住

宅

ロ
ー

ン

減

税

）

希

望

の

土

地

が

手

に

入

っ
た

か

ら

家

の

使

い

勝

手

が

悪

く

な

っ
た

家

が

古

く

な

っ
た

資

金

の

メ

ド

が

つ

い

た

子

供

が

誕

生

し

た

金

利

の

動

向

を

見

て

親

（
ま

た

は

子

）
と

の

同

居

住

宅

設

備

が

古

く

な

っ
た

知

人

･

隣

人

の

新

築

･

建

て

替

え

に

影

響

さ

れ

て

結

婚

転

勤

災

害

に

備

え

て

リ

フ

ォ
ー

ム

の

つ

も

り

が

建

て

替

え

に

な

っ
た

土

地

を

相

続

し

た

か

ら

都

心

に

移

り

た

か

っ
た

か

ら

資

金

運

用

・

税

金

対

策

公

庫

の

借

入

可

能

額

が

増

え

た

か

ら

そ

の

他

2003年 905 45.7 39.0 32.7 32.3 24.6 23.2 17.2 16.9 16.7 14.8 14.8 11.5 11.0 7.3 4.9 4.6 3.8 3.2 1.9 1.0 0.8 0.8 15.5

2002年 935 44.7 39.8 32.5 35.8 18.1 24.7 17.8 14.3 16.5 15.1 14.0 10.1 10.8 7.5 4.9 4.6 2.0 2.6 1.8 1.2 1.6 0.9 16.0

前年との差異 +1.0 -0.8 +0.2 -3.6 +6.6 -1.5 -0.5 +2.6 +0.2 -0.3 +0.8 +1.4 +0.2 -0.2 -0.1 +0.0 +1.7 +0.6 +0.1 -0.2 -0.8 -0.1 -0.6
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+8.0

2003年（N=905） 前年との差異

4月～6月 7月～9月 10月～12月
調査数 175 調査数 298 調査数 139

1
いつかは一戸建てに住みたいと
思っていた

49.7% 1
いつかは一戸建てに住みたいと
思っていた

45.3% 1
いつかは一戸建てに住みたいと
思っていた

41.0%

2 家が手狭になった 41.1% 2 家が手狭になった 39.6% 2 家賃が高い（もったいない） 36.7%

3 子供が成長した 35.4% 3 子供が成長した 31.2% 3 税制が有利だから(住宅ローン減税) 36.0%

4 家賃が高い（もったいない） 34.9% 4 家賃が高い（もったいない） 30.5% 4 家が手狭になった 34.5%

5 希望の土地が手に入ったから 22.3% 5 税制が有利だから(住宅ローン減税) 25.2% 5 希望の土地が手に入ったから 27.3%

6 税制が有利だから(住宅ローン減税) 20.0% 6 家が古くなった 22.1% 6 子供が成長した 26.6%

7 資金のメドがついた 17.7% 7 希望の土地が手に入ったから 21.5% 7 家の使い勝手が悪 19.4%

8 家の使い勝手が悪 15.4% 8 家の使い勝手が悪 18.8% 8 子供が誕生した 15.8%

9 家が古くなった 14.9% 9 金利の動向を見て 17.1% 9 家が古くなった 15.1%

9 子供が誕生した 14.9% 10 資金のメドがついた 16.4% 10 金利の動向を見て 14.4%

11 金利の動向を見て 13.1% 11 子供が誕生した 15.8% 11 資金のメドがついた 13.7%

11 親（または子）との同居 13.1% 12 住宅設備が古くなった 14.1% 12 親（または子）との同居 12.9%

13 住宅設備が古くなった 7.4% 13 親（または子）との同居 12.1% 13 住宅設備が古くなった 11.5%

13
知人･隣人の新築･建て替えに影響
されて

7.4% 14
知人･隣人の新築･建て替えに影響
されて

7.0% 14
知人･隣人の新築･建て替えに影響
されて

6.5%

15 結婚 4.6% 15 災害に備えて 5.7% 15
リフォームのつもりが建て替えに
なった

4.3%

15 結婚 4.3%
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■新居の完成時期別にみるきっかけベスト15推移

2003年（％） 前年との差異（％）

増
加

減
少

ＴＯＰＩＣＳ
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オール電化住宅の普及度

●　オール電化住宅の普及率は過去３年で着実に増加しており、今回調査は33.7％と3割を超えた。

●　地域別では｢中国・四国｣｢九州｣で比率が高く、「首都圏」で低い。

オール電化住宅である
オール電化住宅ではないま
たは無回答

地域別
17.4

36.9

40.4

36.7

59.5

60.3

82.6

63.1

59.6

63.3

40.5

39.7

26.7

31.8 68.2

73.3

●凡例

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

■オール電化住宅の普及度〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

（％）

ＴＯＰＩＣＳ

■オール電化住宅の普及度〔全体/単一回答〕（200１-2003年）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

オール電化住宅 19.2% 26.3% 33.7%

2001年

（N=970）

2002年

（N=935）

2003年

（N=905）
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住宅性能表示制度

● 住宅性能表示の取得率は13.2％。2001年の２倍近くに増加している。

●　住宅性能表示制度について認知している人は全体の2/3で、昨年と比較して目立った変化はない。

●　地域別では、｢近畿｣が認知度、交付有の数値が高い傾向が見られる。

■住宅性能表示制度認知度〔全体/単一回答〕（2002-2003年）

知らないまたは
無回答

知っている 無回答
必要がないの
で利用しなかっ
た

検討したが利用
しなかった

取得した

66.1

67.732.3

33.9

●凡例

2003年（N=905）

2002年（N=935）

43.6

46.1

20.1

13.3

2.1

1.5
38.5

34.8

●凡例

2003年（N=598）

2002年（N=633）

（％）
（％）

知らないまたは無回
答

知っている 無回答
必要がないので利
用しなかった

検討したが利用し
なかった

取得した

66.1

61.738.3

33.9

●凡例

全体（n=905）

団塊ジュニア（n=141）

43.6

43.7

20.1

25.3

1.5

1.1

34.8

29.9

●凡例

全体（n=598）

団塊ジュニア（n=87）

地域別

28.8

38.5

36.8

29.9

36.7

27.6

71.2

61.7

66.0

61.5

63.2

70.1

63.3

72.4

38.3

34.0

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

29.8

32.6

57.4

45.9

45.3

37.5

37.2

47.6

46.0

20.5

27.9

26.2

23.8

-

2.3

7.1

-

-

-

-

2.1

50.0

40.5

44.0

26.2

43.2

32.1

28.6

10.0

12.5

10.8

12.8北海道・東北（n=47）

北関東（n=37）

首都圏（n=190）

中部・北陸（n=40）

東海（n=86）

近畿（n=103）

中国・四国（n=50）

九州（n=42）

（％）
（％）

■住宅性能表示制度認知度 〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較） ■認知者における評価書の交付有無〔単一回答〕
（2003年属性別比較）

ＴＯＰＩＣＳ

■住宅性能表示取得率〔全体/単一回答〕（2001-2003年）

0%

5%

10%

15%

性能表示取得率 6.8% 8.9% 13.2%

2001年 2002年 2003年

■認知者における評価書の交付有無〔単一回答〕
（2002-2003年）

知っている

知っている
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世帯主の年齢

● 今回調査における平均年齢は39.1歳で、昨年と比較して大きな変化は見られない。

● 団塊ジュニア世代がさらに増加していて、今回調査では15.8％まで達している。

● 地域別に年齢を見ると、｢東海｣37.6歳、｢中国・四国｣37.9歳と平均より若くなっている。

■世帯主の年齢〔全体/単一回答〕（2002-2003年）

※団塊ジュニア・・・　1971～1974年生まれ
　　2003年の団塊ジュニアの年齢帯：29～32歳
　　2002年の団塊ジュニアの年齢帯：28～31歳
　　2001年の団塊ジュニアの年齢帯：27～30歳

■団塊ジュニア世代の割合〔全体/単一回答〕（2001-2003年）

30歳未満 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳以上 無回答

6.3

5.6

25.4

27.4

27.1

28.9

10.7

9.228.3

29.4

0.6

1.1

38.9歳

39.1歳

平均●凡例

2003年（n=905）

2002年（n=935）

■世帯主の年齢〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

30歳未満 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳以上 無回答

地域別

9.1

9.2

6.6

4.8

-

18.2

36.7

20.8

27.7

33.8

26.5

25.3

22.4

30.9

24.6

30.1

30.6

31.6

27.6

30.3

25.0

31.3

27.7

22.1

25.2

24.1

25.9

10.6

8.3

10.4

9.2

7.4

12.2

6.3

24.1

11.4

5.9

3.3 23.3

28.8

1.3

0.7

1.5

0.7

3.3

3.0

42.6歳

37.9歳

39.4歳

37.6歳

38.7歳

39.5歳

38.2歳

39.1歳

平均●凡例

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

団塊ジュニア世代 団塊ジュニア世代以外

15.8

13.1

84.2

86.9

93.9

6.1

●凡例

2003年（n=895）

2002年（n=929）

2001年（n=964）
2.1倍

1.2倍

2.6倍

（％）

（％）

ＴＯＰＩＣＳ

（％）
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世帯構成（同居世帯）

●　同居世帯数は、「２世帯以上」が15.9％で前年比2.1ポイント増加。

●　世帯主と同居世帯の関係は、「夫側の両親/息子夫婦」が63.9％で、「妻側の両親/娘夫婦」26.4％を大きく上回る。

●　同居世帯との住まい方では、「完全同居で全て共用」が43.1％で最も比率が高く、前年より3.3ポイント増加。

●　地域別で見ると、「九州」「中部・北陸」「首都圏」において、2世帯以上で同居している世帯の比率が比較的高い。

■同居世帯数〔全体/単一回答〕（2002-2003年）

１世帯 ２世帯以上 無回答

82.7

84.7

15.9

13.8

1.4

1.5

●凡例

2003年(n=905）

2002年(n=935）

■同居世帯数〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

１世帯 ２世帯以上 無回答

地域別
83.3

79.9

78.5

85.3

87.1

88.6

77.6

15.0

18.1

22.4

81.8

10.1

15.2

21.5

14.0

12.2

-

1.3

0.7

0.7

-

2.1

1.7

3.0

●凡例

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

（％）

■世帯主と同居世帯との関係
〔2世帯以上同居者/単一回答〕（2002-2003年）

妻側の両親
/娘夫婦

夫側の両親
/息子夫婦

その他・無回
答

26.4

31.8

63.9

60.5 7.8

9.7

●凡例

2003年（N=144）

2002年（N=129）

■同居世帯との住まい方
〔2世帯以上同居者/2つまで複数回答〕（2002-2003年）

完全同居で
全て共用

部分的に設備・
仕様を共用

世帯毎に
完全独立

43.1

39.8

33.3

35.0

23.6

25.2

●凡例

2003年（n=144）

2002年（n=123）

（％）

（％）

※無回答を除いた回答総数に占める複数回答の出現率を表示

プロフィール

（％）



10 ＣＯＰＹＲＩＧＨＴ　2004　ｂｙ　ＲＥＣＲＵＩＴ　CO.,LTD.

地域構成

●　地域別においては、最も比率の高い｢首都圏」は31.8％で、過去2年間に比べてやや減少している。

● ｢東海」｢中部・北陸」の比率は、ここ3年間で増加傾向にある。

■地域構成〔全体/単一回答〕（2003年）

北海道・東
北
北関東 首都圏 中部・北陸 東海 近畿 中国・四国 九州 無回答

7.3 6.6 7.2 15.0 6.431.8 16.2 8.7 0.7

●凡例

2003年（n=905）

■地域構成〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

北海道・東

北
北関東 首都圏 中部・北陸 東海 近畿 中国・四国 九州 無回答

同居

世帯数

7.3

7.2

6.6

6.7

6.3 36.1

7.2

6.8

9.7

15.0

15.5

13.2

6.4

6.0

9.06.9

30.7

31.8

12.5

17.1

16.2

5.6

9.4

8.7

0.7

0.7

0.5

●凡例

全体（n=905）

１世帯（n=748）

２世帯以上（n=144）

建築

パターン

7.5 6.9

6.5

29.6 7.6

7.2

16.4

11.6

6.3

8.08.0 39.9

16.0

11.6

9.2

7.2

0.6

0.0

新築（n=720）

建替え（n=138）

（％）

※各エリアの内訳

・北海道･東北（北海道、青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島） ・北関東（茨城、栃木、群馬）

・首都圏（埼玉、千葉、東京、神奈川） ・中部･北陸（富山、石川、福井、新潟、山梨、長野）

・東海（静岡、愛知、岐阜、三重） ・近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）

・中国･四国（鳥取、島根、岡山、広島、山口、香川、愛媛、徳島、高知） ・九州（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）

プロフィール

調査数

北海道・

東北

北関東 首都圏 中部・北

陸

東海 近畿 中国・四

国

九州 未記入

2003年 905 7.3% 6.6% 31.8% 7.2% 15.0% 16.2% 8.7% 6.4% 0.7%

2002年 935 8.6% 6.6% 33.9% 5.3% 14.1% 15.9% 7.7% 5.3% 2.5%

2001年 970 7.8% 8.8% 33.6% 4.7% 12.3% 16.3% 7.6% 6.4% 2.5%
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�

�
�

��
��
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�
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�
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�
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��
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����������������������������
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�
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�
�
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�

��
��
��
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�
�
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�

�
�
�

��
��
��

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40% 2001年（N=970） 2002年（N=935） 2003年（N=905）

■経年比較〔全体/単一回答〕（2001－2003年）

（％）
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新居建築のパターン

●　新居建築のパターンとしては、5年間減少し続けた｢建替え｣が15.2％と前年より3.2ポイント増加した。内訳「以前に
自分が住んでいた住居を解体してその土地に注文住宅を建てた」「以前に親が住んでいた住居を解体してその土
地に注文住宅を建てた」は割合が同じである。

●　地域別に見ると、「首都圏」「九州」で「建替え」の割合が高い。

■新居建築のパターン〔全体/単一回答〕（2003年）

新築 建替え その他･無回答

地域別

81.9

83.3

74.1

84.7

86.8

78.2

83.5

77.6

16.7

15.0

19.1

15.4

11.8

10.9

12.7

18.9

10.9

3.8

3.4

1.5

6.9

1.5

1.7

●凡例

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

■新居建築のパターン〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

（％）

調査報告

新築 建替え その他･無回答

以前に自分が住んでいた住居を解体してそ

の土地に注文住宅を建てた

以前、親が住んでいた住居を解体してその

土地に注文住宅を建てた

79.6 15.2 5.2

●凡例

2003年(n=905）

50.0 50.0

●凡例

2003年(n=138）

■建替えの内訳〔全体/単一回答〕（2003年）

2003年 n=905 79.6% 15.2%

2002年 n=935 81.5% 12.0%

2001年 n=970 73.0% 16.5%

2000年 n=1072 68.5% 20.1%

1999年 n=860 71.1% 21.9%

1998年 n=701 63.1% 24.4%

新築 建替え

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

■新居建築のパターン〔全体/単一回答〕（1998-2003年）

（％）

（％）
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総建築費用(外構費を含む)

● 平均総建築費用は2747.5万円で、昨年と概ね同程度となっている。

● 地域別では、「近畿」の平均総建築費用が3080.8万円と、他地域に比べて高くなっている。

　　次いで高いのは「首都圏」の平均2802.6万円。

● 「２世帯以上」3362.3万円、「建替え」3375.9万円は、全体平均金額を500万円以上上回る。

■総建築費用(外構費を含む) 〔建売購入者以外/単一回答〕（2002-2003年）

2000万円未
満
2000～2500
万円未満

2500～3000
万円未満

3000～3500
万円未満

3500～4000
万円未満

4000～5000
万円未満

5000万円以
上

未記入

12.7

13.9

6.6

6.522.2

18.6 25.9

23.4

22.6

20.6

6.2

6.5

4.4

3.5
3.5

3.1
2747.5万円

2693.5万円

平均金額●凡例

2003年(n=873）

2002年(n=897）

（％）

■総建築費用(外構費を含む) 〔建売購入者以外/単一回答〕（2003年属性別比較）

（％）

2000万円未
満
2000～2500
万円未満

2500～3000
万円未満

3000～3500
万円未満

3500～4000
万円未満

4000～5000
万円未満

5000万円以
上

無回答

8.825.0 33.1 21.3

2.9

4.4

2.9 1.5

平均金額

2484.9万円

●凡例

団塊ジュニア（n=141）

地域別

16.7

23.1

13.2

15.7

27.3

20.7

27.7

28.8

15.4

27.9

22.4

16.9

19.0

10.6

14.0

15.4

16.9

7.5

10.4

15.5

6.1

7.0

10.8

3.7

8.2

10.4

6.9

7.4

17.6

23.3

27.3

24.1

27.3

28.4

26.5

35.0

22.1

25.0

22.4

10.0

3.0

5.2

8.6

6.2

6.0

3.3

6.6

8.2

1.5

1.5

2.9

2.6

1.7

1.7

5.9

1.5

3.7

6.1

3.4

4.4

1.7

2683.8万円

2549.3万円

3080.8万円

2734.3万円

2534.0万円

2630.0万円

2404.4万円

2802.6万円

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=272）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=134）

中国・四国（n=77）

九州（n=58）

新居
世帯数

21.7 23.5 11.6

18.2

4.7

16.84.2 14.0

28.0

18.9 18.2

3.9

7.7

3.5

2.1

3.1 2615.8万円

3362.3万円

１世帯（n=718）

２世帯以上（n=143）

建築
パターン

20.3 22.6 11.9

18.1 12.38.7 14.5

28.5

23.2

5.4

13.0

5.0

7.2

3.8

2.9

2.5
2631.4万円

3375.9万円

新築（n=720）

建替え（n=138）

調査報告
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自己資金額

●　自己資金の平均は1489.8万円で、昨年の調査結果と比べてやや減少している。

●　団塊ジュニアの平均は全体と比較すると552.8万円少ない937万円。

●　地域別に見ると｢近畿｣｢首都圏｣が目立って高い。

■自己資金額<自己単独資金＋親・親以外からの援助資金>〔全体/単一回答〕（2002-2003年）

0円
300万円

未満

300～500

万円未満

500～

1000万円

未満

1000～

1500万円

未満

1500～

2000万円

未満

2000～

2500万円

未満

2500～

3000万円

未満

3000万円

以上
無回答

7.1

8.4

21.1

23.4

17.6

15.7

1.9

2.0

8.5

11.4

9.5

9.3

8.7

8.6 4.9

5.6 13.9

13.1 5.1

4.4

平均金額

（0円除く）

1489.8万円

1526.6万円

●凡例

2003年(n=905）

2002年(n=935）

（％）

■自己資金額<自己単独資金＋親・親以外からの援助資金>〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

0円
300万円
未満

300～
500万円
未満

500～
1000万
円未満

1000～
1500万
円未満

1500～
2000万
円未満

2000～
2500万
円未満

2500～
3000万
円未満

3000万
円以上

無回答

11.3 31.2 17.7

0.7

18.4 7.1 3.5 5.7 4.3

平均金額
（0円除く）

937.0万円

●凡例

団塊ジュニア（n=141）

地域別

3.7

-

8.3

8.3

10.8

5.9

6.3

10.3

13.8

10.3

6.8

13.9

12.1

21.7

18.8

26.2

23.5

19.0

27.8

17.2

23.3

13.2

16.9

21.3

21.1

24.1

15.5

6.2

8.8

11.6

6.9

4.6

5.9

10.2

8.9

10.3

6.2

5.9

6.1

5.2

13.8

11.8

15.0

10.1

13.8

2.9

6.1

3.8

6.9

1.0

1.7

3.0

1.5

2.7

1.7

9.1

1.4

16.7

10.4

16.7 22.7 12.1

10.0

10.4

10.6

2.5

6.1

8.3

10.4 4.5

5.0

3.0

2.5

1.7

16.3

10.6

6.6

3.3

6.1

1616.1万円

1074.3万円

1278.6万円

1406.4万円

1467.8万円

1696.7万円

1249.8万円

1495.5万円

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

（％）

調査報告
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各融資の利用率

● 各融資の利用率は、「銀行」が61.8％と、増加傾向となっている。一方で「住宅金融公庫」は13.6％で、著しい減少
傾向にある。

● 地域別で見ると、「中部・北陸」「中国・四国」「九州」では「住宅金融公庫」の比率が20％以上を維持しており、また
「北関東」「中国・四国」「九州」では、「勤務先の社内の融資」が15％以上と比率が高い。

■各融資の利用率〔全体/複数回答〕（1999-2003年）

調査数
住宅金融
公庫

年金住宅
融資

財形住宅
融資

その他公
的融資

銀行 その他民
間融資

勤務先の
社内融資

親族・知人
など

全体 905 13.6 0.8 6.4 3.3 61.8 6.9 10.6 3.1

地域別 北海道・東北 66 12.1 0.0 7.6 4.5 50.0 9.1 10.6 6.1

北関東 60 11.7 0.0 5.0 5.0 60.0 11.7 16.7 0.0
首都圏 288 8.3 0.3 5.2 1.7 66.7 4.2 7.6 3.5
中部・北陸 65 20.0 0.0 6.2 6.2 61.5 9.2 9.2 0.0
東海 136 16.2 0.7 8.1 4.4 58.8 10.3 9.6 3.7
近畿 147 13.6 0.7 8.2 0.7 65.3 5.4 10.2 2.7
中国・四国 79 21.5 5.1 8.9 7.6 62.0 2.5 15.2 5.1
九州 58 20.7 0.0 1.7 3.4 48.3 12.1 17.2 1.7
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■各融資の利用率〔全体/複数回答〕（2003年属性別比較）

（％）

※全体値よりも5ポイント以上高い割合を占めるものに網がけ。

調査数

住宅金

融公庫

年金住

宅融資

財形住

宅融資

その他

公的融

資

銀行 その他

民間融

資

勤務先

の社内

融資

親族・知

人など

2003年 905 13.6% 0.8% 6.4% 3.3% 61.8% 6.9% 10.6% 3.1%

2002年 935 29.3% 1.3% 9.2% 3.6% 52.6% 5.7% 12.6% 2.9%

2001年 970 49.7% 3.9% 7.8% 4.3% 39.4% 4.1% 15.2% 4.1%

2000年 1072 68.8% 10.5% 4.8% 5.1% 26.5% 2.1% 14.7% 4.1%

1999年 860 68.4% 10.9% 1.9% 4.3% 26.2% 3.3% 15.3% 2.0%
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調査報告



15 ＣＯＰＹＲＩＧＨＴ　2004　ｂｙ　ＲＥＣＲＵＩＴ　CO.,LTD.

敷地面積

●　敷地面積は、｢100～250㎡｣未満がボリュームゾーンで全体の6割弱を占める。

●　地域別に見ると｢首都圏｣212.9㎡、｢近畿｣246.2㎡と、全体平均に比べて狭い。

●　建築パターン別では｢新築｣256.5㎡よりも｢建替え｣307.6㎡の方が、平均の敷地面積が広い。

■敷地面積〔全体/単一回答〕（2003年全体・属性別比較）

（％）

100㎡未満
100～150
㎡未満

150～200
㎡未満

200～250
㎡未満

250～300
㎡未満

300～400
㎡未満

400～600
㎡未満

600㎡以上 無回答

16.4

18.4

9.5

7.8

6.9

5.0 14.2

17.8

27.0

23.5

7.8

9.9

7.1

7.0 5.3

7.1 5.7

3.8

平均面積

266.2㎡

272.4㎡

●凡例

全体（n=905）

団塊ジュニア（n=141）

地域別

12.2

3.0

7.7

12.1

21.5

28.7

23.1

26.6

19.0

27.3

25.0

8.7

21.5

20.6

16.3

16.5

19.0

21.2

15.0

20.0

11.0

12.7

13.8

18.2

12.3

13.2

16.5

12.1

7.7

5.1

6.1

6.3

6.9
1.7

1.5

1.5

13.2

1.7

6.9

7.6

26.5

8.1

1.7

31.6

21.7

25.3

4.1

3.8

2.7

11.7

6.9

5.4

7.6

7.7

8.8

10.1

13.8

11.7

3.5

6.1

6.9

2.8

8.3

3.8

3.4

2.9

4.5

3.3

4.2

319.1㎡

303.0㎡

246.2㎡

295.5㎡

295.1㎡

212.9㎡

317.0㎡

315.2㎡北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

新居
世帯数

6.7 25.0 16.2

18.8

8.3

13.9

9.2 7.1

7.6

19.5

9.0 16.0 13.9 6.9

4.8

7.6

3.2

6.3

262.7㎡

280.1㎡

１世帯（n=748）

２世帯以上（n=144）

建築
パターン

4.6 25.0 17.6

13.0

10.4

6.5

10.4 6.8 4.9

12.3

17.8

15.2 19.6 10.1 9.4 8.0

2.5

5.8 307.6㎡

256.5㎡新築（n=720）

建替え（n=138）

調査報告



16 ＣＯＰＹＲＩＧＨＴ　2004　ｂｙ　ＲＥＣＲＵＩＴ　CO.,LTD.

延べ床面積

●　延べ床面積は、「125～150㎡未満」29.6％を中心に、100～175㎡未満がボリュームゾーンである。

●　地域別に見ると「中部・北陸」181.0㎡が最も広く、「首都圏」147.3㎡が最も狭い。

●　建築パターン別では｢新築｣160.6㎡よりも｢建替え｣180.2㎡の方が、平均の延べ床面積が広い。

■延べ床面積〔全体/単一回答〕（2003年全体・属性別比較）

（％）
75㎡未満

75～100㎡
未満

100～125
㎡未満

125～150
㎡未満

150～175
㎡未満

175～200
㎡未満

200～240
㎡未満

240㎡以上 無回答

29.6

31.9

14.3

8.5

0.8

11.3

9.4

25.5

22.2

4.3

7.4

1.4

4.6 8.2

12.8 4.3

3.5

平均面積

162.4㎡

168.8㎡

●凡例

全体（n=905）

団塊ジュニア（n=141）

地域別

10.6

24.6

20.6

25.2

19.0

12.1

39.4

41.7

24.7

26.2

33.8

26.5

32.9

31.0

24.2

13.3

13.8

19.1

17.7

24.1

9.1

13.8

7.4

7.6

10.3

7.7

8.1

12.9

10.1

8.6

1.4

1.7

1.4

1.5

3.1

16.7

5.0

2.9

15.0

5.1

1.7

26.0

21.7

9.7

9.5

7.6

5.0

2.7

1.7

5.0

5.2

6.3

6.6

9.2

4.5

5.4

3.3

6.9

6.9

6.1

5.2

3.3

1.5

4.5

1.5

1.4

1.3

167.2㎡

149.8㎡

147.3㎡

181.0㎡

169.6㎡

170.3㎡

173.8㎡

168.3㎡

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）

新居
世帯数

25.1 31.8

19.4

12.6

22.9

0.8

0.7 2.1

11.0

5.6

4.8

20.8

2.9

13.2 9.7

8.0

5.6

2.9

195.6㎡

156.4㎡１世帯（n=748）

２世帯以上（n=144）

建築
パターン

23.9 32.8

21.0

14.2

17.4

6.0 3.9 7.8
0.4

1.4

8.6

6.5 10.9 17.4 10.1 9.4

2.5

5.8 180.2㎡

160.6㎡新築（n=720）

建替え（n=138）

調査報告
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新居の工法

●　新居の工法は「木造軸組系工法」が61.1％と圧倒的に多く、次いで多いのは「ツーバイフォー（２×４）工法」17.8％。
この傾向は、昨年の調査結果と同様。

●　地域別に見ると、木造軸組系工法率が最も高いのは「九州｣、ツーバイフォー工法率が最も高いのは「北海道・東
北」、プレハブ率が高いのは「近畿」である。

■新居の工法〔全体/単一回答〕（2001-2003年）

■新居の工法〔全体/単一回答〕（2003年属性別比較）

木造軸組系工法
ツーバイフォー（２
×４）工法

プレハブ その他工法 未記入���������������������������������
���������������������������������
��������������������������������� ����������������

����������������
����������������
�������������
�������������

���������������������������������
���������������������������������
�����������������������������������

��
��
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61.1

66.7 15.6

17.8

9.2

10.8

7.8

9.6

1.5

0.7

●凡例

全体（n=905）

団塊ジュニア（n=141）
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地域別
70.8

66.2

46.9

63.3

77.6

4.6

14.7

15.0

21.5

10.3

15.4

9.6

21.8

11.4

8.6

9.2

9.6

14.3

3.8

60.1

65.0

57.6

16.7
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24.2

8.3

6.3

6.1 10.6

10.0

10.4

0.5

1.7

2.0

北海道・東北（n=66）

北関東（n=60）

首都圏（n=288）

中部・北陸（n=65）

東海（n=136）

近畿（n=147）

中国・四国（n=79）

九州（n=58）
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建築
パターン

51.4

62.6

17.4

18.1

13.0

11.0 8.1

18.1

新築（n=720）

建替え（n=138）

（％）

調査報告

木造軸組系工法
ツーバイフォー
（２×４）工法

プレハブ その他の工法 未記入

2003年ｎ＝905 61.1% 17.8% 10.8% 9.6% 0.7%
2002年ｎ＝935 61.0% 18.4% 11.6% 8.3% 0.7%
2001年ｎ＝970 62.4% 14.6% 13.8% 7.9% 1.2%
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40.0%

50.0%
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70.0% 2001年 ｎ＝970

2002年 ｎ＝935

2003年 ｎ＝905

※工法の内訳

・木造軸組系工法ー木造軸組（在来）工法、
木造軸組パネル工法

・プレハブー鉄骨系プレハブ住宅、コンクリー
ト系プレハブ住宅、木質系プレハブ住宅、ユ
ニット系プレハブ住宅

・その他工法ー鉄骨軸組住宅、重量鉄骨住
宅、鉄筋コンクリート工法（現場施工）、ログ
ハウス等


